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こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
写
真
で
日
常
生
活
に
あ
る
笑
顔
、
ふ
れ
あ
い
、
助

け
あ
い
、
交
流
す
る
「
幸
せ
な
姿
」
を
残
し
、
い
つ
ま
で
も
語
り
継
い
で

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

身
近
な
地
域
の
福
祉
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
し
た
ス
テ
キ
な

笑
顔
が
私
た
ち
の
地
域
に
た
く
さ
ん
広
が
り
、
写
真
を
撮
る
方
も
見
る
方

も
、
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
常
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
し
あ
わ
せ
な
一
コ
マ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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  江
崎
さ
さ
え
隊
で
は
、﹁
お
と
な
の
部
活
﹂

を
田
万
川
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
月

一
回
、
買
い

物
や
自
然
を

散
策
す
る
な

ど
、
外
出
支

援
型
の
サ
ロ

ン
を
行
っ
て

い
ま
す
。

小
川
さ
さ
え
隊
で
は
、﹁
み
の
り
の
広
場
﹂

を
小
川
交
流
セ
ン
タ
ー
み
の
り
に
お
い

て
、月
一
回
、

お
で
か
け
や

食
事
な
ど
も

行
う
通
所
型

の
サ
ロ
ン
を

行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
地

域
に
理
美
容

が
な
い
こ
と

か
ら
、
出
張

美
容
室
を
行
い
、
と
て
も
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
年
齢
に
関
係
な
く
気
に
な

る
方
を
訪
問
し
て
、
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

む
つ
み
元
気
支
援
隊
で
は
、﹁
月
曜
サ

ロ
ン
﹂
を
む
つ
み
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
週
一
回
、
通
所
型
の
サ
ロ
ン
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
サ
ロ
ン
に
女
性
の
参
加

が
多
い
中
、
月
一
回
、
男
性
を
中
心
と
し

て
サ
ロ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、む
つ
み
愛
サ
ー
ビ
ス
と
称
し
て
、

ゴ
ミ
出
し
や
雪
か
き
な
ど
の
訪
問
型
の
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
み
や
す
い
明
木
を
育
て
る
会
で
は
、

﹁
た
い
や
き
サ
ロ
ン
﹂
を
明
木
公
民
館
に

お
い
て
、
月
一
回
、
通
所
型
の
サ
ロ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
え
て
い
く
中
、
介
護
保
険
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
生
活
支
援
ニ
ー

ズ
や
生
活
課
題
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
よ
う
に
専
門
職
に
よ
る
主
導
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
が
多
く
な
り
、
今
後
は
住

民
の
参
画
に
よ
る
地
域
の
支
え
あ
い
体
制
づ
く
り
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
に
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、
要
支
援
１
・
２
の
方
が
利
用
す
る
介
護
予
防
給
付
の
う
ち
、
訪
問
介
護

と
通
所
介
護
が
新
た
な
総
合
事
業
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
住
民
相
互
の
支
え
合
い
に
よ
る
通
所
・
訪
問
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

本
会
で
は
、
昨
年
度
か
ら
川
上
、
江
崎
、
小
川
、
む
つ
み
、
明
木
、
佐
々
並
の
６
地
域
で
生
活
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
﹁
地

域
さ
さ
え
あ
い
推
進
員
﹂
を
配
置
し
、
地
域
さ
さ
え
あ
い
協
議
体
を
設
置
し
て
月
一
回
話
し
合
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
本
格

的
に
住
民
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住住
民
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
動

民
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
動

住
民
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
動

民
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
動

住
民
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
動

新
し
い
地
域
づ
く
り

し
い
地
域
づ
く
り

新
し
い
地
域
づ
く
り

し
い
地
域
づ
く
り

新
し
い
地
域
づ
く
り

し
い
地
域
づ
く
り

新
し
い
地
域
づ
く
り



佐
々
並
さ
さ
え
愛
隊
で
は
、﹁
ほ
っ
と

サ
ロ
ン
﹂
を
社
協
旭
事
務
所
に
お
い
て
、

月
一
回
、﹁
さ
さ
な
み
・
お
気
楽
サ
ロ
ン
﹂

を
佐
々
並
公
民
館
に
お
い
て
、
月
一
回
、

通
所
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、﹁
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
﹂
を
立
ち

上
げ
、
草
刈
や
大
型
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
住

民
の
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
お
困
り
ご

と
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
三
見
、

大
井
、
大
島
、
相
島
、
見
島
、
そ
の
他
の

萩
地
域
、
須
佐
、
弥
富
、
福
川
、
紫
福
で

協
議
体
を
設
置
し
、
地
域
に
お
け
る
支
え

合
い
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ちょっとお茶ちょっとお茶を飲み飲みにおいでませおいでませちょっとお茶を飲みにおいでませ
須佐・川上総合事務所にオープンスペース
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５
月
11
日
、
須
佐
総
合
事
務
所
１
階
ロ
ビ
ー
に

﹁
よ
り
愛
カ
フ
ェ
陽
だ
ま
り
﹂
が
、
５
月
20
日
、

川
上
総
合
事
務
所
１
階
に
﹁
ほ
っ
と
カ
フ
ェ
﹂
が
、

そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
住
民

の
方
が
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
て
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、
く
つ
ろ
げ
る
場
所
を
作
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

両
会
場
と
も
に
総
合
事
務
所
が
開
庁
し
て
い
る

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
で
、
ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
総
合
事

務
所
や
診
療
所
に
行
っ
た
つ
い
で
や
、
お
手
す
き

の
時
間
が
あ
る
時
に
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
会
場
に
は
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
が
セ
ル
フ
サ

ー
ビ
ス
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

川
上
の
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
川
上

保
育
園
の
園
児
た
ち
が
交
流
の
広
場
を
訪
れ
、
お

年
よ
り
と
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

須
佐
の
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
元

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
演
奏
や
﹁
昔
な
が
ら
の
須
佐

の
味
﹂
と
称
し
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

シャッターチャンス「ほほえみ」時山勲さん写真提供

須 佐

川 上



❶
地
域
運
営
協
議
会
へ
の
説
明
︵
合
意
︶

❷
地
区
社
協
住
民
説
明
会

地
域
住
民
に
地
域
の
現
状
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
地
区
社
協
設
立
の
目
的
や

地
区
社
協
の
活
動
内
容
な
ど
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

❸
地
区
社
協
設
立
準
備
委
員
会
の
設
置

地
区
社
協
の
役
員
構
成
、
財
源
確
保

の
検
討
、
事
務
局
設
置
︵
設
備
・
備

品
・
職
員
︶
な
ど
を
、
月
一
回
の
ペ
ー

ス
で
協
議
し
ま
す
。

❹
地
区
社
協
研
修
会

県
内
外
の
地
区
社
協
先
進
地
活
動
事

例
な
ど
の
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
よ
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

❺
設
立
式
、
設
立
総
会

地
域
の
方
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
区
社

協
が
身
近
な
も
の
と
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
、
設
立
総
会
や
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

地
区
社
協
は
、
地
域
に
暮
ら
す
住
民
一

人
ひ
と
り
が
主
役
で
す
。
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
地
域
の
自
由
な
発
想
で
、
そ
の
地
域

な
ら
で
は
の
地
区
社
協
を
、
住
民
同
士
で

話
し
合
い
な
が
ら
立
ち
上
げ
ま
し
ょ
う
。

地区社協
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萩
市
で
は
、
平
成
28
年
度
に
な
り
高
齢
化
率
が
39
・
４
％
、
１
世
帯
あ
た
り
２
・
１

人
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
中
に
は
、
高
齢
化
率
が
50
％
を
越
え
る
集
落
の
出
現
や
住
民
同
士
の
関
係
の

希
薄
化
、
ま
た
生
活
・
福
祉
課
題
の
複
雑
化
な
ど
、
住
民
が
身
近
に
あ
る
課
題
を
自
分

の
課
題
と
し
て
、
皆
で
解
決
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
協
議
す
る
場
や
、
活
動
の
基
盤
と
な
る
組
織
﹁
地
区
社
協
﹂
の
立
上
げ
準
備

が
、
各
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地区社協って、本当に必要なの？
地域のコミュニティが弱まり、人と人とのつながりが希薄になり、高齢者や

障がい者、子どもなど社会的に弱い立場にある人たちを地域で支えていく必

要があります。そのためには、地域の生活福祉課題を発見し、解決の手助け

をする活動を継続的に展開する組織として地区社協は期待されます。

地区社協が設立されたら、社協の事務所はどうなるの…？
ご安心ください。地域の社協事務所は、今までどおり、地域に残ります。

市社協（各事務所）の役割は、市全体の地域福祉活動を企画・提案していく「地域福祉活動の

推進主体」です。地区社協は、市社協の企画・提案を地域の実情に応じて取り入れ、自治会と

も連携・協働を行い、地域福祉活動への住民参加を促進する「地域福祉活動の促進主体」です。

地区社協って、どんな事業や行事を行うの？
地域によって様々です。高齢者のゴミ出し問題など、日常的な生活支援や高齢者の日常生活か

らの自然な見守り活動、福祉学習や住民福祉講座の開催、また福祉情報の発信などがあります。

地区社協の財源は？会費は必要なの？
各地域での事業費は、地区社協からの申請を受け、共同募金助成金を活用します。また、当分

の間は、市社協が事務局の人件費や事務費を補助します。

Q & A

地
区
社
協
設
立
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｑ１
Ａ１

Ｑ２
Ａ２

Ｑ３
Ａ３

Ｑ４
Ａ４

地
区
社
協
設
置
推
進
事
業

地
区
社
協
設
置
推
進
事
業

住
民
一
人
ひ
と
り

住
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
す
！

主
役
で
す
！

住
民
一
人
ひ
と
り

住
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
す
！

主
役
で
す
！

地
区
社
協
設
置
推
進
事
業

地
区
社
協
設
置
推
進
事
業

住
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
す
！

地
区
社
協
設
置
推
進
事
業
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●
地
区
社
協
の
設
置
推
進

地
区
社
協
設
置
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
職
員
で

構
成
し
、
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
地
区

社
協
設
置
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
地
域
福
祉

部
会
に
諮
り
、
理
事
会
・
評
議
員
会
に

上
程
し
、
平
成
28
年
度
中
に
地
区
社
協
設

立
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
設
立
に
向

け
た
協
議
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備

事
業
の
推
進

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
川
上
、
江
崎
、
小
川
、

む
つ
み
、
明
木
、
佐
々
並
の
６
地
域
で

先
行
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

住
民
主
体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
向
け
た
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
地
域

住
民
が
中
心
と
な
っ
て
話
し
合
い
を
行

う
﹁
地
域
さ
さ
え
あ
い
協
議
体
﹂
を
設

置
し
、
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
﹁
地
域
さ
さ
え
あ
い
推
進
員
﹂
を
配

置
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

地
域
の
福
祉
力
を
強
め

 
ふ
つ
う
に
く
ら
せ
る
し
あ
わ
せ
づ
く
り
を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 

進
め
ま
し
た

事
業
報
告
・
決
算
概
要

法人運営事業
27,353千円

地域福祉活動
推進事業
89,654千円

個別相談支援事業
41,643千円

在宅介護支援センター
4,935千円

大島保育園
28,949千円

介護保険事業
83,561千円

委託・指定
管理事業
34,753千円

当期末支払資金残高
33,766,千円

6.4％

18.8％

8.0％

26.0％

12.1％

1.4％

8.4％

24.2％

10.1％

9.8％

14.7％20.8％

9.6％

8.4％

9.0％

寄附金収入
21,903千円

経常経費
補助金収入
64,859千円

受託金収入
50,611千円介護保険事業収入

71,803千円

保育事業収入
33,067千円

会費収入
7,659千円
2.2％

その他の収入
3,014千円

積立資産取崩収入
28,916千円

前期末支払
資金残高
30,939千円

0.9％

分担金収入
1,200千円
0.3％

貸付事業収入
21,020千円

6.1％

事業収入
8,793千円
2.6％

負担金収入
830千円
0.2％

収入 支出

平成27年度萩市社会福祉協議会決算概要

総額 344,614千円

平
成
27
年
度
は
、
地
区
社
協
設
置
推
進
事
業
及
び
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備
事

業
の
２
つ
を
重
点
目
標
と
し
ま
し
た
。

11/21　第11回萩市社会福祉大会　金澤翔子さん席上揮毫

11/5　ご縁ウォーク　小川地域 9/29　家族介護者支援事業　唐津焼体験



氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額

水津　孝昭 沖原 母／スミコ 金一封
田中　英世 越ヶ浜２区の２ 父／常正 金一封
岡　　哲雄 無田ヶ原の１ 父／慶宣 金一封
原　　紀弘 北古萩１区の１ 母／房子 金一封
迫村千惠子 山田１区 父／孝一 金一封
松浦　潔 大井浦下 母／公子 金一封
岡田　陽幸 北木間 母／幸子 金一封
木原久仁雄 大井港中 父／新美 金一封
中尾　泰久 椿町の３ 父／正月 金一封
住友　友子 倉江の１ 夫／潔 金一封
河村　光浩 宇部市東岐波 父／和男 金一封
河内　富男 見島12区 父／成助 金一封
田畑　博正 見島12区 母／滿江 金一封
北國　一行 見島11区 父／政行 金一封
岡﨑　安子 上野の１ 夫／清美 金一封
熊谷　一子 今魚店町 夫／幸三 金一封
岡﨑　節夫 城東北区の２ 母／郁子 金一封
岩﨑　泉 大井港中 妻／ナツ 金一封
木村　好隆 上野の２ 父／武雄 金一封
宇野　嘉祥 三見浦２ 母／保枝 金一封
中尾　薫 玉江１区の２ 父／寿夫 金一封
川村以津子 倉江の２ 義弟／清 金一封
水津　豊 椿町の２ 妻／スミエ 金一封
南　　宗憲 前小畑２区の１ 母／和江 金一封
川上美沙江 平安古西区の１ 夫／和明 金一封
松本　蓉子 河添の１ 夫／薫 金一封
原田千代子 上野の１ 夫／幸助 金一封
吉村　茂子 雑式町 母／上田タケ 金一封
藤川　勝昭 川島３区の２ 父／明 金一封
関屋みさ江 中津江の１ 父／坂田　満 金一封
河田　英男 唐樋町の３ 母／近子 金一封
宮木　久司 三見床並 母／サツキ 金一封
恩村　勝美 江向３区の１ 母／瑳代子 金一封
山下八洲登 三見浦２ 母／サヨ 金一封
山根　宏 上野の１ 母／榮子 金一封
梶山美代子 土原１区の２ 夫／弘美 金一封
角屋　勝子 玉江浦１区の３ 夫／英市 金一封
田中　孝蔵 川島２区の２ 母／米子 金一封
三村　浩一 沖原 母／千代子 金一封

齊藤　和子 浜崎４区の２ 夫／兼太郎 300,000円
吉田　恭一 堀内１区の１ 母／幸子 金一封
池部　松 大島登 妻／幾代 金一封
豊田　悦子 東浜崎１区の２ 母／スミ子 金一封
濱村　祥一 江向１区の３ 父／敏夫 金一封
神村　佳宏 米屋町の２ 父／典孝 金一封
佐々木　純 笠屋 父／勝之 金一封
仲野　俊雄 細工町 父／康典 金一封
松村美代子 松本市の２ 夫／勇 金一封
羽倉　典子 沖原 夫／敏雄 金一封
大津　幾松 御許町の１ 母／キヌ子 金一封
兒玉淳一郎 江向２区の１ 母／瑳惠子 金一封

横山　恵子 佐古 父／誠 金一封

大野　浩司 大阪府豊中市 父／博 金一封
屋敷　照子 弁天 夫／光男 金一封
波田　了一 柳井市伊陸 父／伊勢男 金一封
桑原　光男 小川24区 母／栄 金一封
岩上真一郎 滋賀県東近江市 父／勇 金一封
梅地　勝秀 瀬尻 母／冨子 金一封

奥村　正博 麻生 母／ひさ子 100,000円
椿　　安子 殿川 夫／荘祐 金一封
田中　正行 下領 妻／敏江 金一封
永安豊太郎 宮廻 父／壽雄 金一封
岡崎シズコ 毛木山 夫／薫 50,000円

原田　幸昌 弥富８区 姉／中野滿榮 金一封
長安　恵宥 入江 母／フミ子 金一封
山根サチ子 横屋丁 夫／壽治 金一封
岩本　栄司 山口市大内長野 父／好昭 金一封
御手洗勝子 水海 夫／和生 金一封
波田　伸一 松原 母／津多子 金一封
吉岡　万里 弥富７区 父／秀男 金一封
石田　憲雄 本町上 母／千惠子 金一封

中川　徹 見定 父／憲彦 金一封
藤井　茂子 下横瀬 母／文江 金一封
吉山　一廣 黒ヶ谷 母／ヨシエ 金一封

萩

寄付者の承認を得たもののみを掲載しています。
※平成28年３月１日～５月31日受付分（敬称略）
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善意銀行は、地域福祉活動推進の貴重な財源となっています。どうかご協力ください。
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みなと山口合同新聞社 下関市東大和町社会福祉へ 70,000円
吉屋　信一 川島３区の２ 社会福祉へ 金一封
松浦　芳江 土原１区の１ 社会福祉へ 24,629円
匿名 社会福祉へ 1,699円
萩太極拳岳教室 椿 社会福祉へ 金一封
河内　孝道 古萩町の１ 火事見舞返し 金一封
金田　智孝 古萩町の１ 火事見舞返し 金一封

松浦　稲生 大井後地 社会福祉へ 100,000円
井町　肇 大島沖手 見舞返し 金一封
匿名 社会福祉へ 30,000円
匿名 社会福祉へ 20,000円
品川サツキ 無田ヶ原の２ 社会福祉へ 金一封

㈲杉山薬局 下本郷 金一封

氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所

田　万　川

萩
備　考 金　額

（香典返し・一般寄付合計　101件　3,730,391円）

お　知　ら　せ

靴１足 篠原チヨ子 小川２区
田　万　川

氏　　名物　品　名 住　所

切手・テレホンカード 伊藤　栄史 牛地
旭

氏　　名物　品　名 住　所

常永　俊秀 平原 父／正教 金一封
原　　均 堀越 母／セツ子 金一封
鈴木　和夫 生野 父／松熊 金一封
長谷　英利 生野 父／考 金一封
藏増誠・巌 鶴ケ谷 母／孝子 金一封

佐々木和成 京場 父／恭治 金一封
斉藤　都子 文捨 父／登 金一封
浴野　雅子 生野 父／鈴木淑市 金一封
片山　妙子 栗原 夫／一德 金一封
杉山　眸 生野 母／イナコ 金一封
水津　吉郎 小西見 長男／寛幸 金一封

地区社協研修会の開催
地区社協は、地域住民の自由な発想で事業展開し、

その地域に必要な住民主体サービスを開発することが
できます。地区社協設立に向け、「住んで良かった」
福祉のまちづくりのポイントを学習します。

●日　　時 ９月３日㈯ 13時30分〜15時30分

●場　　所 サンライフ萩

●入 場 料 無料

●パネルディスカッション
『我が地域の地区社協づくり』（仮）

〜先進地区社協の立上げから取組み〜

●問 合 せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

社協の会員会費のご協力を！
社協では、市民一人ひとりが身近な福祉問題や地域

福祉について理解と関心を深め、社協活動に積極的に
参加・協力いただくよう全世帯・事業所などの会員加
入をお願いしています。
どうぞ趣旨をご理解いただき、会員としてご協力く

ださいますようお願いします。

萩市東部地域豪雨災害から３年。このたび熊本地震
で被害を受けられた皆さんに、何かお手伝いがしたい
という思いで、６月18日に熊本県御船町へボランティ
アバスを運行しました。
参加者25名の元気と笑顔を届け、心に寄り添う支援

活動を行いました。

元気と笑顔を御船町へ

24時間テレビ39「愛は地球を救う」
「愛〜これが私の生きる道〜」をテーマに、毎年恒

例の街頭募金を行いますので、ご協力よろしくお願い
します。

●日　　時 ８月28日㈰ 10時〜19時

●場　　所 アトラス萩ほか

会員会費の種類
一般会費（世帯） １口 500円
法人会費（事業所） １口 3,000円
賛助会費（個人） １口 1,000円
団体会費（団体・施設） １口 2,000円

福　　　栄
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